
































（林1965)
。

II b類
，

II C類と した土器群は
，

上 ）1↓名II式～大木1式にみられるものであるが， 特定する

ことはでき なか った
。

II b類とした 第 4図14, ill類と した土器群は上川名II式になるとおもわれる。

第N 類 ～ 第VI類と した土器群 は
，

縄文 時 代前期 と され て いるもので， N類 は大木2式に， v

類は大木3式 に
，

VI類は大木5 a式 にそれぞれ比定 される。

第珊類～ 刈類 と し て土器群は

，
縄文時代中期とされて いるもので， W類， 渭類としたものは

大木 7 a式 に

，

IX類～XI類と した土器群 は大木8 a式 にそれぞれ比定される。 淵類 と した土器 は
，

仙台市六反田遺跡において
，

大木10式～後期南境式の早い時期とされ た 土器群の中に
，

同様の

上器がみ ら れる
。

弥生上器は
，

文様構成や器形等が不明であると ころか ら
，

どの時期 にあたるものかは特定す

ること が で きなか った。

ま た遺構に伴っ て出土 し た遺物 （第3図
）

は
，

第II類 ・第 m類土器群と共通の特徴をも つこ

と か ら
，

早期末葉 ～前期初頭にかけてのものとされよう。
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形 態 地区 ・ 序位 長さ(mm) 幅 (mm) 厄さ(mm) 重鼠(g) 石 材 備 考

1 石 鏃 F4区表採 26 5 J.1.0 2 5 0.0.25 頁 岩
2 ク 9区表採 14 5 10.5 2.0 0.0.25 ク 欠 損

3 ケ K 7 -21 d 30 0 10.0 2.0 0.0. 75 ，， 

4 ケ 表 採 21. 5 13.0 4.0 0.0.25 ', 欠 損

5 ', 表 採 30 5 13.0 3 0 0.0.25 ク

6 ク M9区表採 22 5 12.0 3.0 0.25 ケ 欠 損

7 ', No 2 Grid 23 0 12 0 3.0 0.25 ', 欠 損

8 ケ F4区 35 0 13.0 5.0 1.0 ， 

， ク• J 7区 35.0 10.0 2.5 1.0 ，， 

10 ク K 7 -5 h 33 5 12.0 5.0 l. 5 ケ

11 ク K 7 - 2 e 19.0 14.0 4.0 0.5 ，， 

12 ク J 7 22.0 13 0 3.5 2.5 ，， 

13 ク J 7 -15 I 24.0 l 6 5 3.0 0.25 ', 

14 ク K 7 -JS q 34.0 12 0 4.0 0.5 ，， 

15 ク 表 採 27 5 12. 5 3.0 0.25 ，， 欠 損

16 ク I 6区 38.0 14.0 6.0 2.5 ', 

17 ク I 6 -17 y 35.0 11 5 5.0 2.5 ', 

18 ，， J 7 - 4 e 30.0 16 0 6.0 1.0 ケ

19 ク K7区 33.0 19 5 5.5 1.0 珪化凝灰岩
20 石 槍 H6区 37.0 21 0 6.0 2. 5 頁 岩

21 ', E'トレンチ 21 5 21 0 3.5 1.0 ク 欠 損

22 ク J 7区 27.5 24.0 6.0 2.0 ，，， 欠 損

23 ク J 7区 47.0 25.0 8.0 10. 0 珪化凝灰岩
24 '， K7区 40.0 29.0 6.0 7.5 頁 岩
25 ケ K7区 50.5 32 0 5.0 7.5 ク 欠 損

26 石 箆 J 7区 69.0 33 5 11.0 27. 5 ，， 

27 ク L 7区 51.5 34.0 12.0 25.0 ク

28 ク No 3 Gnd 65.0 43.0 12.0 37.5 ク

29 ク J 7 - 8 i 68.0 37.0 7.0 26.0 ク

30 ケ G4区表採 39,5 35.0 9.5 16.0 珪化凝灰岩

31 石 匙 N9区表採 35.0 19.0 4.5 2.5 頁 岩 横型， 欠損

32 ', K 7 -19 b 30 0 29.0 5.0 2.0 ', 再調整
33 ク I 6 -25 x 77.0 16.0 5.0 7.5 ，， 

34 ，， G 5区表採 59.5 35.0 4.5 11. 0 ク

35 4· 表 採 74.0 31.5 6.5 16.0 ', 

36 ', H5区 95.0 22.0 7.0 17.5 ク

37 ，， J 7区 114.0 37.0 7.5 36,0 ク·

38 ク K 7 - 1 e 68.0 43.0 11 0 36.0 ク 欠 損

39 スクレイパー k 7 -10 q 91.5 48.0 14.5 47 5 ，， 

40 ク M'トレンチ 74.0 67.0 10.5 45 0 ク

41 ケ K 7 -12m 82.0 55.0 21 0 97.5 ケ

42 石 錘 I 7区 73.0 52.0 14.0 82.5 砂 岩
43 凹 石 表 採 95.0 79.0 49.0 600.0 石英安山岩質凝灰岩
44 ク K 7 -21 k 97.0 80.0 52.0 440.0 ク

45 ', KS - 3  t 135.0 58.0 43.0 580.0 石英安山岩

46 コ ア H6区 107.0 96.0 80.0 1000.0 石英安山岩質i疑灰岩（珪化）
47 打 斧 No 7 Grid 75.0 41.0 20.0 67 5 凝 灰 岩
48 ', K 7 - 1 d 58.0 35.0 12. 0 22. 5 珪化1疑灰岩
49 磨 ク斤 J7-lly 132.0 46.5 36.0 350.0 凝灰質砂岩 欠 損

50 打 斧 表 採 91.5 47.5 18.0 80.0 珪化凝灰岩

51 ク 表 採 108.0 50.0 26.0 155.0 i疑灰岩質粘板岩
52 ク H6区 128.0 64.0 35.0 341.0 凝 灰 岩 欠 損

53 ケ 弥生土器表採地区 98.0 65.0 22.0 212.5 砂 岩 欠 損

54 ，， K 7 - 4  c 147.0 54.0 25.0 225.0 砂 岩
55 石 棺 H6区 163.0 54.0 18.0 177.5 頁 岩

56 石 棒 K7区 560.0 140.0 120.0 14.4kg 砂 岩
57 石 皿 表 採 200.0 175.0 38.0 2.4kg 
58 石 皿 M9区 297.0 266.0 80.0 11.6kg 
59 
60 

石 器 計 測 表
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蒲沢山遺跡遠景

中央区伐採状況 Eトレンチ伐採状況

中央区北東部 中央区南東部
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出土遺物石器(3
)
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